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午後8時 トラック運転手が酒気帯び運転で、追突事故

過失運転致傷容疑などで逮捕

２０１５年１２月１０日 ０９時５５分

福岡県警は１０日午前、トラック運転手の男性（６１）を過失運転致傷および道交法違反（酒気帯び運転）容疑

で逮捕した。調べでは、運転手は７日午後８時すぎ、酒気を帯びた状態で車を運転中、男性会社員（３６）の車

に追突し、けがを負わせた疑い。

２時間ごとに、１５分休憩

スピード落として、しっかり安全確認

車間距離を十分に 滑って、追突を未然に防止

”1人で作業” 荷台からの”転落”、”はさまれ”注意

バック時は 降りて確認 乗っても確認

交差点 「右左確認／よ～し 」

◆スリップ事故 注意 ◆

峠・橋の上・日陰・トンネルの出入り口

交差点手前、滑って交差点内で衝突！注意

追い越そうとした車が歩道に、登校中の高校生4人はねられ重軽傷

追い越そうと、対向車線にはみ出し 対向車線から車が

２０１５年１２月１０日（木）２２時４１分

１０日午前８時１５分ごろ、埼玉県で、徒歩で登校中の高校３年の男子生徒４人が、男性（５０）の軽乗用車にはね

られ、１人が左足骨折の重傷、３人は打撲などのけがを負った。警察によると、男性は前方に駐車していた車

を追い越すため対向車線に進入、何らかの原因で歩道に乗り上げて高校生をはねたという。男性は「対向車

線から車が来たので慌てて回避したら歩行者をはねてしまった」と話しているという。同署は自動車運転処

罰法違反（過失傷害）の疑いで男性から事情を聴いている。

酒は抜けていたと思った

病気休暇中に酒気帯び運転、男性主査を停職処分

２０１５年１２月１０日 １１時５５分

富山市は９日、酒気帯び運転で反則切符を交付された市の男性主査（４４）を停職３か月の懲戒処分にしたと

発表した。市職員課によると、男性主査は１１月３０日午前６時５５分頃、私用で乗用車を運転し、警察署

員に停止を求められた際、呼気１リットルあたり０・２５ミリ・グラムのアルコール分が検出された。同課

によると、男性主査は１１月２４日から病気休暇中で、同２９日午後９時頃から３０日午前１時頃まで、飲

食店で焼酎の水割りを１０杯ほど飲んだ後、代行運転で帰宅して就寝。３０日朝は、乗用車で食堂に向かお

うとしていた。男性主査は「酒は抜けていたと思ったが、多少ふらついていたかもしれない。心配と迷惑を

かけ大変申し訳ない」と話しているという。市は管理監督責任を問い、男性主査の上司で課長（５３）について

も口頭厳重注意とした。市職員課の課長は「市の組織をあげて一層の綱紀の粛正と服務規律の確保に努め、

信頼回復に取り組んでいきたい」と述べた。

「酒を飲んでから４時間たっていたので、アルコールは抜けていると思った」

町長が酒気帯び運転疑いで逮捕

２０１５年１２月６日（日）１３時１５分

５日午後６時半頃、奈良県で、奈良県の町長（５５）が酒を飲んで車を運転したとして逮捕された。容疑者は

、乗用車を運転中、道路わきの縁石に乗り上げる事故を起こした。警察が駆けつけたところ、容疑者から酒

の臭いがしたため、呼気検査を行った結果、基準値を超えるアルコールが検出されたという。調べに対し、

容疑者は、「自宅でチューハイと焼酎のお湯割りを飲んだ」と話す一方、「酒を飲んでから４時間たってい

たので、アルコールは抜けていると思った」と容疑を一部否認している。

踏切内で立ち往生 特急列車と衝突、１人死亡

２０１５年１２月１１日（金）２時２７分

１０日午後４時過ぎ、埼玉県の踏切で東武伊勢崎線の特急列車が軽乗用車に衝突し、その軽乗用車にぶつ

かった８３歳の男性が死亡しました。踏切の非常ボタンが押された形跡があった。警察によりますと軽乗用

車が運転していた車が踏切内で立ち往生したとみられています。列車の運転士は「およそ２００メートル手

前で手を振る男性に気付き急ブレーキをかけたが間に合わなかった」と話しているということです。

交差点 トラックと軽乗用車衝突 横断歩道の電動車いすの男性死亡

２０１５年１２月１１日（金）６時２４分

茨城県の交差点で１０日午後２時半頃、軽自動車がトラックと衝突し、さらに横断歩道を渡っていた電動

車いすをはねた。この事故で、電動車いすに乗っていた男性（７８）が死亡した他、トラックの運転手も大ケガ

をした。 警察は軽自動車を運転していた男性（８２）について、過失運転致死傷の疑いで調べている。


